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　生産技術振興協会の理事長を務めております大
阪大学の伊東一良（かずよし）と申します。
どうぞよろしくお願い申し上げます。「チャレンジ
大阪 5」は 5（ファイブ）と名付けられるように、
すでに今回で5回目を迎えました。主に市工研さん
の研究成果の発表の場としてきましたが、今後さ
らに5年、10年と続いていくことを願っております。
　話は変わり、最近、新聞社の記事のことが話題に
なっています。少し前のサンゴ礁の問題がぶり返し、
また従軍慰安婦問題、吉田証言の問題など、旧聞に
属する新聞記事の話題としてはめずらしいことであ
ります。難しい問題であり、私からはここで深く議
論するつもりはございません。しかしながら、マス
メディアは我々の社会にとって非常に重要な情報源
ですが、それが事実に基づかない報道であったこと
は大変残念なことであります。元々マスメディアの
スタートは、グーテンベルグの印刷術がきっけとな
りました。印刷技術によりマスメディアが発展し、
近代において印刷は出版などを通し広く市民に情報
を提供する方法となりました。その後に新聞が加わ
り、さらにエレクトロニクスの進歩でラジオ、テレ

ビというマスメディアが加わりました。ここ数年で
はネットワーク系のいわゆるインターネットが世界
中に張り巡らされ、家でパソコンを操作すると世界
中の情報が手に入る時代になりました。
　このように時代が変わってくると、新聞やテレビ
の情報源としての価値が下がることが考えられます。
実際に関西での家電の販売商品ではテレビが主力で
した。ちなみに私は昔、パナソニックに3年間勤め
させていただきましたが、当時はテレビの出荷台数
は月間10万台というような状況でした。そのテレ
ビも出荷台数が減り、新聞、出版も減ってきていま
す。新聞会社はむしろ不動産で儲けていると巷で言
われているようです。このように以前のようなメデ
ィアの勢いがなくなってきました。今回の事件で対
応が遅れたのも、新聞の果たす役割が小さくなった
からではないかという印象を私は受けています。
　マスメディアとは別の小さいメディアというか、
ローカルなメディア、コミュニケーションの場は、
非常に健全な状況にあります。例えば井戸端会議、
奥さん方の井戸端会議はフェース・トゥ・フェース
でお互いの情報を交換しています。最近はベビーの
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お披露目には公園デビューという形に変わってきて
いるようですが、そういうコミュニケーションの手
段が存在しています。歌舞伎、芝居の観劇なども情
報伝達の手段として大きな存在で、昔と比べて衰え
ることがありません。そのほかでもコンサートはそ
の傾向が顕著です。若い人たちが集まって歌を聴き、
いろんなものを見る。これは1つの情報伝達の方法
であります。古い時代からのローカルなコミュニケ
ーションの特徴は、視聴者、オーディエンスが参加
できることではないでしょうか。井戸端会議はもち
ろん話す方と聞く方が入れ替わります。コンサート
も視聴者の皆さんは光を送ったり、立ったり座った
りする。演劇で観客側が「いよっ」と声をかける。
やり取りがあるコミュニケーションです。
　やはり、こうしたローカルなコミュニケーション
はこれからもずっと続くのではないかと思います。
本日の「チャレンジ大阪5」は、じつはそのタイプ

に入ると思っています。皆さん方がどのように参加
されるかは、その質疑応答でこの会の討論に加われ
ます。一方的な情報提供でなく、ぜひ質問をしてい
ただき、この会を盛り上げていただきたいと思いま
す。質問というのは非常に意義のあることだと思い
ます。それで皆さんの理解が更に深まることにもな
りますので、ぜひ質疑応答にも活発にご参加いただ
きたいと思います。講演会の後には交流会がござい
ます。交流会では1対1の本当のコミュニケーショ
ンが始まります。講演者の方々から聴けなかったこ
とは、交流会に参加し講演者と1対1でお話しいた
だけますので、ぜひご利用ください。本日は3つの
講演がありますが、ぜひご堪能いただき、意義の深
いセミナーにしていただきますようお願いいたしま
して、主催者の一人の生産技術振興協会からのごあ
いさつとさせていただきます。ありがとうございま
した。
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